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神
奈
川
県
の
横
須
賀
市
議
会

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
後
の
令
和
２
年
３
月
議
会

か
ら
、
部
局
ご
と
に
予
算
決
算

特
別
委
員
会
分
科
会
、
常
任
委

員
会
を
繰
り
返
す
方
式
に
改
め

て
い
ま
す
。
分
科
会
と
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
を

繰
り
返
す
方
式
に
変
更
さ
れ
た

結
果
、
課
題
と
し
て
議
会
日
程

が
延
び
て
い
る
こ
と
や
、
当
局

の
議
案
審
査
参
加
職
員
の
参
加

体
制
の
煩
雑
さ
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

調
査
の
結
果

　

栗
原
市
議
会
は
、
令
和
４
年

６
月
議
会
か
ら
予
算
議
案
の
審

査
方
法
を
、
分
割
に
よ
る
常
任

委
員
会
審
査
か
ら
予
算
特
別
委

員
会
分
科
会
審
査
に
変
更
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
視
察
を
終
え
、

現
行
方
式
を
継
続
す
る
こ
と
で

い
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、

他
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
効
率
的
な
議
会
運
営

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
議
会
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
静
岡
県

の
御
殿
場
市
議
会
は
、
導
入
に

際
し
、
①
各
議
員
が
ま
ず
は
触

れ
て
み
る
こ
と
。
②
操
作
体
験

を
多
く
し
て
学
ぶ
機
会
を
増
や

す
こ
と
。
さ
ら
に
議
員
同
士
で

教
え
あ
う
環
境
が
重
要
な
一
つ

で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

効
果
と
し
て
①
資
料
の
蓄
積
。

②
情
報
の
共
有
。
③
会
議
の
効

率
化
、
印
刷
・
製
本
の
手
間
が

な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

調
査
の
結
果

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
は
、
利

便
性
の
確
保
、
効
率
的
な
運
用

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
課
題

の
整
理
と
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
早
急
に
協
議
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
15
日
か
ら
の

大
雨
に
よ
る
被
災
の
現
状
と
復

旧
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

国
の
各
種
災
害
復
旧
事
業
は
、

災
害
を
被
っ
た
施
設
を
原
形
に

復
旧
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
被
災
し
た

一
部
の
施
設
に
お
い
て
、
施
設

の
従
前
の
効
用
や
機
能
を
回
復

す
る
た
め
の
工
法
を
用
い
た
工

事
や
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る

災
害
で
原
形
復
旧
に
代
え
て
の

工
事
の
施
工
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
再
度
の
災
害
に

対
す
る
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
者
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害

に
お
け
る
支
援
制
度
と
均
衡
は

図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
被
災
者

に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
な
支

援
や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

必
要
な
対
策
を
求
め
ま
す
。

　

今
後
、
単
独
災
害
復
旧
分
も

含
め
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
ま
す
が
、
関
係
部
署

間
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民

生
活
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

早
期
の
完
成
を
望
む
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
経
験
と

教
訓
を
生
か
し
た
災
害
に
強
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ほ
し
い
。

予
算
審
査
の
方
法

先
進
地
を
調
査

7 月 15 日からの大雨
　　　　　災害復旧を調査

議会運営
委 員 会

産業建設

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト

先
進
事
例
を
調
査

所管事務調査

委員会の活動報告

横須賀市議会を調査

大雨災害の復旧状況を調査
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（
仮
称
）
栗
原
東
大
橋
の
橋

脚
工
事
の
、
増
額
変
更
契
約
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

橋
脚
周
辺
の
河
川
形
状
が
平

成
27
年
度
の
測
量
時
よ
り
も
大

き
く
後
退
し
、
橋
脚
工
事
の
作

業
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
仮
設

矢
板
を
増
工
し
た
た
め
で
す
。

変
更
前
の
契
約
額

�
４
億
４
５
５
０
万
円

変
更
後
の
契
約
額

�
４
億
５
２
３
２
万
円

相
手
方

　

宮
城
建
設
株
式
会
社

�

（
栗
原
市
）

　

国
指
定
の
史
跡
「
入
の
沢
遺

跡
」
を
適
切
に
保
存
し
、
将
来

的
に
活
用
す
る
た
め
、
民
間
の

所
有
地
な
ど
を
取
得
し
ま
し
た
。

面　

積　

３
万
５
３
７
９
㎡

金　

額　

２
７
３
４
万
円

相
手
方　

株
式
会
社
コ
フ
レ

�

（
本
社
東
京
）

�

他
１
人

財産取得変
更

　

契
約

　

２
月
定
例
議
会
に
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
な
ど
人
事

に
関
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
会
は
全
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

人事・財産取得

　令和４年度は、「各常任委員会」や「指定廃棄物
の最終処分等に関する調査特別委員会」の調査活動
などをテーマに、感染症対策を取りながら３年ぶり
に議会報告会を開催した。関心の高いテーマであっ
たことから、参加者からは多くの意見が寄せられた。
また、意見交換の中で市民から出された発言を巡り、
議員全員協議会などで議員の姿勢に対する議論がな
され、結果として議員辞職に発展したことは残念で
ならない。この結果を受け、議員としての責任ある
行動に努めることを確認するものである。
　アンケート結果では、市議会に対し「市民との対
話・意見交換」「政策の提言」を期待する回答割合
が依然として高く、議会報告会はより身近に市民か
ら意見を聞くことができる議会活動である。しかし

ながら、参加人数は減少しつつ、さらには 40 歳代
以下の若い世代の参加はほぼ見られず、市議会への
関心が低い傾向が続いており、人口減少などと相
まって、議会離れや議員のなり手不足につながるこ
とも懸念される。
　今後の議会報告会は、若い世代の参加率の向上を
目指したテーマの設定や各種団体との意見交換会な
ど、これまでの検討を継続し、他議会などの先進事
例を研究しながら進める必要がある。市民や各種団
体との議論を深め、議会全体や各常任委員会での取
組、あるいは各議員の議会活動に生かすため、全議
員が共通認識をもって具体な政策立案や提言に繋げ
る政策サイクルの形成を目指すことが重要である。

「議会報告会運営調査特別委員会」は、次のように調査結果を議長に報告しました。（要約して掲載）

若い世代の参加率向上を目指す議　会
報告会

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期

が
令
和
５
年
５
月
19
日
を
も
っ

て
満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
教
育
長
任
命
の
同
意
を
求

め
ら
れ
、
議
会
は
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長

　

千ち

葉ば　

睦む
つ
子こ

（
若
柳
）
新

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
が

令
和
５
年
５
月
19
日
を
も
っ
て

満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
委
員

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

蘇そ

武ぶ　

德の
り

行ゆ
き（

鶯
沢
）
再

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
任
期
が
令
和
５
年
５
月

19
日
を
も
っ
て
満
了
に
な
る
こ

と
か
ら
、
委
員
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

　

菅す
が

原わ
ら　

勝か
つ

直な
お（

志
波
姫
）
再

　

佐さ
さ々

木き

ま
ち
よ
（
若
柳
）
新

　

髙た
か
橋は
し
万ま

里り

夫お

（
築
館
）�

新

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
令

和
５
年
６
月
30
日
で
満
了
に
な

る
こ
と
か
ら
、
議
会
は
候
補
者

推
薦
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら

れ
、
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

千ち

田だ　

祐ゆ
う
子こ

（
築
館
）
再

　

佐さ

藤と
う　

裕ゆ
う
子こ

（
金
成
）
再

　

鈴す
ず

木き　

一い
ち

郎ろ
う（

若
柳
）
新

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
相

談
や
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

人

事

入の沢遺跡
　　土地を取得

予定どおり進む橋脚工事


